
千
葉
願
安
房
郡
稽
都
射

◎
国
府
村
の
断
層上

清

寅

次

郎

･-+.･･･>

｢

緒
言

千
束
駆
安
房
郡
澗
郵
相
国
府
相
の
断
暦
は
'
昨
年
九
月
の
関
東
大
地
震
に
起
因
せ
る
も
の
で
'
東

西
約
四
粁
･
落
差
の
大
な
る
些

束

に
近
し

水
卒
の
喰
違
ひ

1.
#
以
上
に
及
ぶ
魔
も
あ
･つ
て
二

二
浦
寧
島
下
北
浦

相
の
断
蟹

地
学
整

相
讐

一十
五
年
々
舘
四
官
十
八
撃

よ
-
ち
,
兼
に
､
大
規
模
な
る
も
の
で
あ
る
.

勿
論
.
本
誌

讐

希
望

ハ
我
に
於
で
小
川
博
士
の
論
述
せ
ら
れ
た
和
枝
圏
内
の
大
地
慶
に
は
比
す

べ
-
も
な
い
が
､
吾
人
の
踏
査

せ
る
範
園
に
於
け
る
最
大
地
建
で
あ
っ
て
､
恐
-
は
､
関
東
大
地
震
に
よ
っ
て
生
せ
る
亀
裂
､
断
層
中
'
吾
人
の
目

峯
し
得
る
も
の
､
中
で
･
最
も
崩
薯
な
も
の
孟

還

れ
る
｡

こ
の
断
膚
は
南
北
二
億
あ
っ
て
p
北
方
の
断
層
は
'
稽

都
由

府
両
村
に
波
-
表

別
延
命
寺
の
南
を
過
ぐ
る
を
以
て
'
今
'
之
を
延
命
寺
断
層
ビ
粥
し
.
南
方
の
断
厨
は
壬

と
し
て
国
府
相
に
あ
工

科
に
北
方
の
断
層
亡
命
す
る
を
以
て
p
之
を
国
府
断
暦
だ
滞
す
る
O

こ
の
両
断
暦
の
北
.

稽
郵
相
に
は
数
ヶ
所
に
大
小
の
陥
没
地
帯
が
あ
-
､
東
商
に
は
房
総
地
方
に
於
け
る
最
大
隆
起

(陸
地
測
鹿
部
調
査

二

八
三
光
)
ビ
耕
せ
ら
る
～
九
重
相
が
あ
る
O

こ
の
附
撃

帯
'
震
音
激
甚
で
あ
っ
た
こ
E
は
､
安
房
郡
役
所
の

調
査
に
係
る
金
住
家
に
封
す
る
金
塊
p
年
媛
住
家
の
官
丹
比
が
国
府
柑
九
柑
終
'
稲
部
材
八

叫
R
P
九
重
柑
九
三
形

千
非
悔
安
房
耶
相
部
材
国
府
杵
G
T断
暦

171
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〓
温



地

球

弟
二
審

節
二
鱗

雲
1

芸

来

館
野
付
九
六
頭
.
健
田
村
九
五
舛
'
邪
舌
町
九
八
%
､
船
形
町
九
三
%
､
北
棟
町
九
六
錘
､
館
山
町
九
九
%
で
あ
る

を
見
て
も
知
ら
れ
る
｡

こ
.
延
命
寺
断
層

団
雁
村
府
中
賛
珠
院
(本
誌
籍

一
港
第
四
｡

五
洗
口
給
盤
照
)
の
北
三
膏
米
の
地
か
ら
起

っ

て
.
甫
八
十
度
束
に

7
定
温
に
水
田
を
横
切
-
､
延
命
寺
丘
陵
に
及
び
p
こ
の
間
延
長
約

1
肝
で
あ
る
O
初
め
は
機

に
濁
A,J
東
に
向
つ
た
窪
み
を
示
す
の
み
で
あ
る
が
p
大
字
本
織
番
場
に
至
れ
ば
宅
地
に
亀
裂
を
生
じ
p
部
落
の
束
で

は
亀
裂
の
幅
員
も
南
北
二
十
米
.
階
段
状
に
中
央
に
侮

っ
て
陪
捜
し
.
低
所
に
は
亀
裂
に
添
ひ
て
延
び
た
る
長
方
形

の
池
沼
を
生
じ
て
ゐ
る
｡
池
沼
の
敢
洗
部
は
約

〇
･
五
米
で
'亀
裂
の
中
央
部
よ
-
も
甚
し
-
北
に
偏
倍
L
p
北
側
に

は
美
し
き
断
層
崖
を
生
じ
､
油
の
最
深
部
よ
-
約

1
兼
ビ
推
測
さ
れ
良
一∪

(

第

7
固
}商
測
に
も
小
な
る
断
崖
を
生
じ

て
ゐ
る
が
p
不
明
瞭
に
束
に
新
婚
L
.
北
側
の
餅
原
堤
は
兼
す
る
に
つ
れ
て
梢
高
-
､
極
め
セ
明
瞭
に

1
混

練

を
な

し
て
延
命
寺
の
覇
に
及
ぶ
o
亀
裂
の
幅
員
は
兼
す
る
に
つ
れ
て
狭
-
､
延
命
寺
の
酋
商
に
て
機
に
玉
来
ど
な
り
P
亀

裂
内
の
池
沼
は
番
場
以
東
に
五
個
を
詔
め
た
が
､
東
す
る
に
つ
れ
て
小
さ
-
な
-
､
延
命
寺
の
閥
務
に
て
は
倭
に
撮

地
を
な
す
の
み
で
あ
っ
た
｡

延
命
寺
丘
陵
は
八
十
米
を
最
高
ビ
L
p
概
し
て
五
十
米
内
外
の
基
地
を
な
し
て
南
北
に
延
び
る
も
の
で
.
第
三
紀

産
衣
贋
頁
岩
及
砂
岩
よ
-
な

rク
､
南
方
は
走
向
北
七
十
位
東
､
傾
斜
西
北
に
四
十
度
'
中
央
部
で
は
走
向
北
七
十
皮

莱
.
傾
斜
兼
苗
に
ムハ
十
度
､
北
部
は
西
北
の
走
向
で
固
小網
に
何
十
小肢

の傾
斜
を
こ小
し
て
ゐ
る
.
中
央
部
に
は
､



千
柴
悌
安
侍
郡
相
即
相
川
押
付
の
餅
原

Lim
op
s叫s
s
p
.
D
entlll-u-
SP-
其
他
三
枚
月
動
の
化
石
の
産
地
が

あ
る
O
断
層
は
娃
命
章
の
南
よ

-
北
七
十
皮
兼
の
方
向
&
yJ
り
て
､
山

頂
約
五
十
米
内
外
の
地
瓢
に
達
し
.
そ
れ
よ
-
南
六
十
皮
東
に
晒
じ
て

丘
陵
を
横
断
し
東

麓
の
稽
都
川
に
及
ぶ
｡
丘
陵
両
側
中
腹
の
竹
林
･放

林
泉

肘
の
あ
る
附
近
で
は
亀
裂
の
幅
望

東

以
内
'
南
側
の
低
下

9

七
五
米
乃
至

一
元

米
逼

塞
の
深
さ
二
光
で
あ
る
が
こ
の
附
近
で
著
し

き
は
水
中
の
喰
違
ひ
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
こ
亡
で
.
切
断
さ
れ
た
田

の
畔
及
小
雀
に
よ
っ
て
測
定
し
た
鹿
で
は
○
元

来
乃
至

三

一米
で
p

苗

側

が

来
(或
は
東
商
)
に
移
動
し
た
も
S
h
･J
推
定
さ
れ
る
.
丘
陵
の
来

斜
面
に
於
で
は
亀
裂
は
著
し

-
基
の
痴

カ
が
東

へ
る
.

帝
都
川
以
東
は
水
凹
で
あ
っ
て
約
六
宙
五
十
米
は
殆
ん
..I/

BYi常
豊

拙

め
ね
が
､
稲
郵
相
S
.苗
労
の
丘
陵
地
に
至
る
E
.
両
び
大
亀
裂
を
認
め

る
｡
こ
の
丘
陵
は
韮
E
L
で
籍
三
紀
脱
衣
岩
貿
貢
岩
及
舶
粒
彬
潜
に
よ

り
で
構
成
せ
ら
れ
p
走
向
は
西
方
に
於
て
ほ
ほ
>

東
関
､
南
に
四
十
淀

の
傾
斜
髪

ポ
L
p
衆
す
る
に
つ
れ
て
鞘
.
覚
北
に
近
き
走
向
ビ
巾仏
も
'

一三
ユ

ニ
セ



地

球

妨
二
番

第
二
班

喜

田

〓
凡

大
池
の
西
方
に
於
で
は
金
-
兼
北
の
走
向
を
ビ
上

三
四
十
度
乗
場
に
傾
斜
す
る
｡
丘
陵
は
高

さ
六
十
米
内
外
で
～

山
背
は
串
阿
ビ

】
敦
の
方
向
な
ど
-
､
概
し
て
南
方
は
緩
斜
L
t
北
方
は
急
斜
す
る
.
北
方
に
は
ス
パ
ー
が
舶
並
ん

で
称
殊
な
地
貌
を
豊
し
て
ゐ
る
｡

断
層
は
初
め
丘
陵
の
西
端
に
崖
崩
を
生
じ
て
あ
ら
は
れ
I
崖
下
に
は
道
路
及
水
田

の

1
部
に
苗
四
十
度
束
の
r亀
裂
を
見
る
｡

こ
れ
よ
rJl
以
東
は
'
山
地
に
て
は
北
に
琴
曲
し
.
各
地
に
於
て
は
南
に
琴

曲
し
.
ジ
グ
ザ
グ
の
形
を
捕
き
つ
ゝ
'
山
脊
の
北
側
を
末
ーこ
進
む
こ
ビ
約

㌻

1
粁
に
及
ぶ
.
こ
の
間
は
舷
梯
｡雑
木

林
由

畑
｡宅
地
の
別
な
-
砲
撃

断
層
を
生
じ
､灘
に
商
力
低
下

○
去

来
乃
至

1
立

米
に
及
び
､
水
田
に
は
深
さ
六

米
に
及
ぶ
水
溜
を
生
せ
る
魔
も
あ
っ
た
.
地
膚
の
発
向
が
東
北
に
壁
斬
る
に
つ
れ
て
亀
裂
は
勢
力
東

へ
､
大
池
附
淀

に
於
で
は
'
位
に
北
昂
近
-
小
規
模
の
崩
壊
を
見
る
外
典
常
を
認
め
ざ
る
に
至
る
｡

以
上
延
命
寺
断
厨
の
注
意
す

べ
き
解
散
は
餓

1
.
概
し
て
南
側
の
低
下
す
る
こ
ĴJ
t
第
三

地
暦
の
走
向
ビ
断
暦

の
走
向
ビ

'1
致
す
る
ビ
さ
は
亀
裂
が
偉
大
で
あ
る
こ
ご
っ
こ
細
は
帝
に
稽
郵
相
南
方
の
丘
陵
に
於
で
明
瞭
で
あ
る
｡

弟
三
､
摺
郵
相
掬
方
丘
陵
に
於
て
は
凝
衣
岩
質
真
意
(蓮
向
東
館
'
傾
斜
南
に
四
十
度
)
の
傾
斜
の
両
に
LL
-
両
を
生

じ

G
lid
ing
又
は

S
tL･ike
falニt
な
る
こ
YJ
を
推
定
せ
し
め
る
こ
亡
､
第
四
､
番
場
部
落
の
東
部
よ
-
亀
裂
断
層
の

明
瞭
ど
な
る
二
だ
.
及
び
延
命
寺
丘
陵
の
閣
斜
面
に
於
で
水
平
移
動
最
も
顕
著
な
る
二
だ
'
第
五
､
断
層
は
東
西
に

走
-
(延
長
約
四
粁
)断
層
面
は
傾
斜
急
LJ
ら

ざ
る
こ
ど
(大
抵
地
膚
の
傾
斜

ビ
一
致
し
約
四
十
度
以
下
)
0

三
1
国
府
断
層

延
命
専
断
瀞
の
甫
約
五
宵
四
十
米
ー
国
府
柑
大
字
本
城
宇
戸
の
来
柄
か
ら
明
瞭

1こ
認
め
ら
れ



北
七
十
皮
乗
に
約
二
軍

7+
米
の
間
1
7
庇
祝
に
水
的
な
横
断
し
延

命
寺
丘
陵
の
商
に
及
ぶ
-
の
で
､
延
命
寺
排
櫛

に
比
し
小
規
模
で
幅
三
光
乃
至
四
米
で
あ
る
が
､恰
-
ー糎
鼠
の
迫

っ
た
あ
だ
の
如
-
扇

謂

m
olc
trlCk
状
に

∵
罰

田一 節現露暦断尊命延

問二節

預 霜 肘 噺 付 図

米
内
外
も
ち
上
れ
る
-
は
最
も
著
し
い
差
違
で
あ
る
.

(琴

南

)形
の

上
で
は
南
方
低
下
の
如
-
見
ゆ
る
の
で
あ
る
が
'
断
層
の
北
方
は
比
酸

的
麟
き
に
渡

っ
て
田
地
に
凹
凸
を
生
じ
'
南
方
は
断
暦
を
境
E
L
で
殆

ぎ
慶
動
な
-
､も
ち
上
が
れ
る
部
分
は
北
厄
綾
に
漸
次
に
南
に
高
ま
り
.

商
は
急
に
崩
れ
か
～
れ
る
の
で
あ
っ
て
.
恰
も
北
又
は
北
西
よ
･Jn
魔
を

受
け
た
か
の
如
-
思
は
租
.
苗
方
低
下
の
革
質
を
尿
は
し
め
た
｡
次
に

丘
陵
地
に
で
は
北
五
十
圧
覚
に
向
つ
て
給
体
を
横
断
L
約
三
亘

二
十
米

に
し
て
市
部
川
に
及
ぶ
9
川
の
西
方
､
丘
陵
の
兼
艦
の
傾
斜
地
を
利
用

し
て
建
て
ら
れ
竺

農
家
は
住
宅
は
串
に
無
事
で
あ
っ
た
が
､
物
置
小

屋
は
亀
裂
上
に
あ
っ
て
全
壊
L
t
其
敷
地
は
東
南
(或
は
兼
か
)
に
約

一

米
位
押
し
出
さ
れ
た
革
質
を
明
瞭
に
軌
察
し
得
た
O
覇
都
川
以
来
の
水

田
に
於
て
は
官
十
米
許
-
の
間
･北
二
十
五
度
兼
の
方
向
に
断
暦
を
認
め
､断
崖
を
な
し
南
東
は
北
蘭
よ
･D
も

嘉

低

下
す
る
鬼
も
あ
っ
た
｡
夫
よ
-
後
は
不
明
瞭
な
凹
地
を
追
跡
し
て
延
命

寺

断
簡
に
竺

す
る
も
の
ど
推
察
さ
れ
る
｡

千
光
耀
安
搭

郡

榊
郵
相
固
僻
村
の
噺
牒

五
二
'j

二
九



嶋

義

持
州
J
[斉

大
字
手
織
番
場
よ
り
賞
方
み
暮
め
る
J
の
で

雀
命
寺
嶋
暦
の
一
滞
空
ボ
し
噺
肝
は
解
方
り
欝
三
絶
itQ験

鍾令守断同

古
橋
麟

Y
鷺
l1
真
に
義
Jも
鷲
鼻
¢
右
上
の
ね
は
亀
製

匂
貞
aE筈

Lや
¢
言

も

雷
]]*

徽二
義

責

:L

轟
欝

ZE
庸
断
柵
に
つ
さ
て
縫
董
す

べ
い長

井

7
.
曇

博
需

渡
せ
ず

し
て
も
ち
上
手

蔓

､

こ
れ
は

重

い
差

で
あ
る
J

第
二
'
厳
粛
の
堺
離
W
可
も
収

量

尊
重
幕
‥

甫

で

.
延
命
専

断

雷

の

明
轍
ど
な
b
L
響
‡

事
の
育
餌
食
長

束
に
昔
h
.
1水
卒
尊
鶏

の
寒
め
て
明
か
な
る
丘

陵
の
東
薫
漫

命
寺
鮪
層
に
於
で
同
じ
-
水
平
尊
義
の
萌
か
に
尊
め
ら
れ
鍵
穐

鞍
の
甫
四
十
度
束
に
曹

る
こ
と

.
篇
JTr
霊
下
の
圭

不

明
瞭
な
る
こ
と
.
常
田
､
Zr
府
断
雷

は
粧
し
て鵜主

よ
-
甫
膏

に

7
秤
の
延
長
を
有
し
､
軽
食
専
断
雷
に
此

し

て

小

筆

し

て
前
者
に
附
施
し
て
起
れ
る
も
の
.な
る
べ
き

こ

ぞ

尊

で
あ

る
｡
′

甚
'
帝
義
損
没
地
･

帝
都
村
に
於
で
は
大

義

青

棒

大
小
の

亀
裂
崩
薮
は
殆
ん
で
金
村
に
渡
-
'
ま
婁
な
る
豊

嶋
の
音

義

十
二
町
歩
に
及
ん
だ
.
村
役
場
の
嘱
葺
に
七
れ
ば
醸

農

穐
),
也

h
L
田
地
二
十
三
町
歩
に
及
ぶ

｡
叢
の
墓

な

畠

漫
替

町
汎
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敢
鞍
部
は
櫓
挽
地
の
北
杖
で
あ
っ
て
約
三
米
に
達
し
･
附
空

席
は
清
輝
ビ
化
し
て
ゐ
る
｡
池
之
内
'
御
墜

山
内

等
の
諸
階
挽
地
は
何
れ
も
沖
積
地
ビ
讐

雇

厨
だ
の
和

接
す
る

地
に
生
せ
る
は
注
意
す

べ
き
響

思
は
れ
る
Q

五
･
結
論

安
房
閲
に
於
で
は
船
形
町
よ
-
衆
力
丸
山
川
下
流
に
至
る
証
ビ
'
北
催
町
よ
-
兼
方
瀬
戸
川
下
流

に
至
品

芸

閲
は
極
め
て
低
率
で

-

丘
陵
響

雅
も
大
聖

ハ
十
米
乃
芙

十
米
に
過
ぎ
ぬ
.
然
る
に
こ
の
低
地
帯

の
元

及
苗
は
急
に
官
米
以
上
の
基
地
だ
な
る
｡

描
邸
･
圃
雁
両
村
の
断
層
は
こ
の
低
地
三
品

と
の
境
鼎
に
接
も

兼
酉
に
走
る
も
の
で
p
之
を
酉
に
迫
嘩
す
れ
ば
那
音
聖

量

附
鑑
の
崩
娩
p
大
虜
岬
の
大
桐

奴

が
あ
り
'
之
を
兼
に

シ
ラ
スカ

延
長
せ
ば
黙
々
富

山
堅

毘
朗
を
連
ね
て
､
南
三
原
村

白

渚

北

方
の
山
厨
が
あ
る
｡

こ
の
間
の
延
長
約

二
十
粁
J

黍
に
低
地
の
苗
に
於
で
は
南
軍

蒜

亡
の
境
卦
に
接
し
て
千
倉
長

里

向
の
島
'
搭
田
の
諸
鋸
泉
は
末
閥
に
連

-
千

倉
の
外
は
大
震
の
結
果
新
に
湧
出
叉
は
望

苦

学

品

で
も
長
田
の
如
き
本
竺

月
の
地
震
に
更
に
望

此
し
た
D
以

上
,
安
房
讐

義

閥
に
横
断
す
る
商
些

療

蒜

は
板
め
て
注
意
す

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
'
潰
田
海
岸
p
北
伐
北
東

の
隣
静
養
磯
は
明
か
に
地
貿
時
代
に
於
け
る
地
建
を
物
語
-
p今
次
の
地
震
に
-

断
厨
｡階
準

銅
琴

頻
泉
湧
出
及

び
大
震
音
は
構
造
脱
の
活
動
性
を

等

も
の
で
そ
の
由

動
は
今
後
に
於
て
姦

悪
し
得
る
盤
で
あ
っ
て
.
若
し
賂
雄

房
州
附
鑑
に
地
震
の
斑
-

-

-

ビ
せ
ぽ
こ
の
構
造
線
は
必
す
活
動
を
見
る
べ
工

房
組
の
地
警

こ
れ
等
の
構

遺
脱
ビ
は
極
め
て
愚
衆
な
る
開
係
･tq･J布
す
る
も
の
ど
推
察
さ
れ
る
.

千
柴
鯨
安

揮
那
相即
柿
餅
僻
村
の
断
層
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